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2 主催者あいさつ
佐々木悦子（日本医労連中央執行委員長、第５２回医療研組織委員長）
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8·9 3 記念講演

デジタル・トランスフォーメーションと医療労働
「個人の尊厳」の観点から問題点を考える
稲葉 一将（名古屋大学大学院法学研究科教授）

11 基調フォーラム

医療・介護のデジタル化でいかなる変化が生じ、何が問題か
国民の受療権を守るために、地域から声をあげよう！
コーディネーター
長友 薫輝（佛教大学社会福祉学部准教授）
パネリスト
曽根 貴子（全国保険医団体連合会事務局主幹）
小島 延夫（弁護士）
稲葉 一将（名古屋大学大学院法学研究科教授）

２２ 分科会報告
２２ 第１分科会
地域を守る公共インフラとしての
地域医療を考えよう

24 第２分科会
保健予防活動を地域住民とともに
～まちづくり・フレイル予防・ヘルスプロモーション～

2６ 第３分科会
人権を意識した「より良い看護」

2８ 第４分科会
日本の精神保健医療福祉の改善を目指して
～精神科関連で働く労働組合の役割～

29 第５分科会
患者のための臨床検査

31 第６分科会
病院・介護・福祉施設における給食の
現状と職場環境改善

33 第７分科会
「労働者」のいのちと健康を守る
活動を考える

35 第８分科会
施設介護・在宅介護

37 第９分科会
放射線医療従事者の賃金労働条件の
改善に向けて

39 第１０分科会
私たちが大切にしたい保育
～院内保育所のあり方を考える～

41 医療研集会を振り返って
森田 進（日本医労連中央副執行委員長）

次回開催地の決意
大山 和子（茨城県医労連執行委員長）

4２ 組織委員会名簿

4３ 医療研究全国集会の開催地

表紙写真：基調フォーラムのコーディネーター、パネリストの皆さん（２０２５年６月２８日）
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